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■解答■
	問１
	②

	問２
	②

	問３
	鳥は、生まれて最初に見たものを自分の親だと思います。

	問４
	ひなが親ではなくローレンツを最初に見てついていったこと



［解説］
問１　「Lorenz was a boy」（ローレンツは少年だった）
「whose hobby was studying animals」（趣味が動物の研究だった）関係代名詞節が boy を修飾しています。
正しい語順は、② 3－1－4－8－2－7－9－5－6
（Lorenz was a boy whose hobby was studying animals）です。
文の意味は「ローレンツは、動物の研究を趣味とする少年だった」です。
意味が通じ、自然な英文になります。
問２　②「Even after 〜」は「〜の後でさえも」「〜になってもなお」といった意味で、「大人になってからもなお動物の研究を続けた」という文脈に最適です。
① Still（それでも）：逆接的な文脈で使われる語ですが、「after he became an adult」とつながらず不自然です。
③ Only（～だけ）：限定を表す語であり、「only after...」とした場合、強調構文になりますが、文全体の意味として合いません。
④ Then（そのとき）：「Then after he became an adult,」という語順は文法的にも意味的にも不自然です。
問３　「birds think of ～ as …」 は「～を…だと思う」という構文。
「the first thing they see when they’re born」 は「彼らが生まれたときに最初に見るもの」です。
→ 全体で「鳥は、生まれて最初に見たものを自分の親と思います」となります。
問４　「That was the incident at which he was surprised.」 の 「That」 は、直前の「one of them followed Lorenz, not its parent.」を受けています。つまり、
「ひなが親ではなくローレンツを最初に見てついていったこと」という出来事を指しています。



